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特集

エレクトロニクス分野におけるシミュレーション技術の
進展論文特集の発行にあたって

エレクトロニクス分野におけるシミュレーション技術の進展論文特集編集委員会

委員長　　平 田　晃 正

近年，電磁界，電気回路のシミュレーション技術は，

デジタル信号伝送，機械/化学/熱などとの複合物理シ

ミュレーション技術と有機的に連成し，より現実的な

問題を取り扱えるようになってきている．グリッドに

よる並列計算あるいはハードウェア技術の進展と相ま

って，現実的な時間で多くの問題を計算機で予測で

き，ゆえにその応用も多岐にわたるようになってき

た．このため，エレクトロニクス分野におけるシミュ

レーション技術は，物理現象の理解，デバイス設計，

更にはその最適化になくてはならないものとなりつつ

ある．これらの技術が独創的なアイデアを容易に検証

し，付加価値の高い成果へと効率よく結実させる，最

適化による自動設計を可能にするなど，少子高齢化が

進む我が国においてその重要性はますます高まってい

くであろう．

本ソサイエティにおいて関心がもたれるシミュレー

ション技術は多種多様であるが，類似点も多く，シミ

ュレーション技術に軸足を置く研究者の論文を一斉に

配信することができれば，我が国の研究開発のより一

層の発展に寄与できるものと期待される．このような

背景のもと，和文論文誌において特集を企画するに至

り，今回で5回目を数える．

今回の本特集では厳正な査読プロセスに基づき，編

集委員会で審議した結果，論文6編，ショートノート3

編の採録となった．これに招待論文1編を加えた計10

編が本特集に掲載されている．招待論文は，電磁界と

運動系のマルチフィジクスシミュレーション技術に関

するテーマを取り上げ，MEMSへの応用など本ソサ

イエティの技術分野を横断的に扱う内容となってい

る．一般論文は，電磁界あるいは回路シミュレーショ

ン技術の進展，その応用（最適化を含む），マルチフ

ィジクスシミュレーション技術の応用展開など多岐に

及ぶ．

最後に，本特集を発行するにあたり，御投稿頂いた

方々，論文査読に御協力頂いた査読委員の方々，企画

及び編集に御尽力頂いた編集委員各位，並びに事務局

の皆様方に深謝の意を表する．この特集が今後も継続

的に実施され，技術立国日本の将来に資することを期

待している．
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